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校
長
式
辞

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
入
学
を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
に

は
、
心
か
ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
教
職
員
を
代
表
し
て
心
か

ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
緑
に
包
ま
れ
、
心
地
良
い
春

風
が
吹
き
わ
た
る
季
節
の
中
、
本

日
は
日
本
大
学
学
長
大
貫
進
一
郎

先
生
の
代
理
と
し
て
通
信
教
育
部

長
松
重
充
浩
先
生
の
ご
臨
席
を
賜

り
ま
す
と
と
も
に
、
桜
華
同
窓
会

会
長
藤
田
宏
次
殿
、
保
護
者
会
会

長
松
田
勝
行
殿
を
は
じ
め
と
す
る

ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
て
、

令
和
六
年
度
日
本
大
学
山
形
高
等

学
校
の
入
学
式
を
挙
行
で
き
ま
す

こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ

り
、
教
職
員
を
代
表
し
て
心
か
ら

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
高
校
へ
の

入
学
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
中

で
、
初
め
て
自
ら
の
将
来
を
具
体

的
に
考
え
、
決
定
し
た
こ
と
と

い
っ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
そ
し
て
皆
さ
ん
は
、

本
校
の
校
風
の
も
と
で
学
び
、
将

来
へ
の
思
い
を
形
に
す
る
た
め
に

本
校
を
受
験
し
、
合
格
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ

に
集
う
二
五
二
名
の
仲
間
と
と
も

に
高
校
で
の
学
び
に
よ
っ
て
大
き

く
成
長
す
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
お
り
ま
す
。

日
本
大
学
は
、
時
の
司
法
大
臣

山
田
顕
義
伯
爵
を
学
祖
と
し
、
明

治
二
二
年
に
「
日
本
法
律
学
校
」

と
し
て
創
立
さ
れ
、
今
日
、
我
が

国
最
大
の
総
合
大
学
へ
と
発
展
し

て
お
り
ま
す
。
本
校
は
、
昭
和
三

三
年
に
山
形
学
園
山
形
第
一
高
等

学
校
普
通
科
男
子
高
校
と
し
て
創

立
さ
れ
、
昭
和
三
七
年
に
日
本
大

学
の
付
属
高
校
と
な
り
ま
し
た
。

以
来
、
日
本
大
学
の
正
付
属
高
校

と
し
て
歩
み
な
が
ら
、
今
年
で
六

六
年
目
を
迎
え
ま
す
。
そ
の
間
、

三
万
九
千
人
を
越
え
る
優
秀
な
卒

業
生
を
輩
出
し
、
県
内
は
も
と
よ

り
国
内
外
、
各
界
各
方
面
で
活
躍

さ
れ
て
い
る
先
輩
方
が
多
数
お
ら

れ
る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
も
ご
承
知

の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
本
校
は
、

日
本
大
学
の
教
育
の
理
念
で
あ
る

「
自
主
創
造
」
の
も
と
「
自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
、
自
ら
道
を
ひ
ら
く
」

生
徒
の
育
成
の
た
め
、
知
育
・
徳

育
・
体
育
の
調
和
の
と
れ
た
教
育

に
努
め
て
い
ま
す
。

本
校
の
校
歌
は
、「Boys, be

am
bitious

」
で
始
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
札
幌
農
学
校
の
初
代
教

頭
で
あ
っ
た
ク
ラ
ー
ク
博
士
が
、

学
生
た
ち
に
残
し
た
有
名
な
言
葉

で
「
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」
と

訳
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
た
ち
が

情
熱
を
持
っ
て
大
き
な
志
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
言
葉

で
す
。
そ
の
言
葉
で
始
ま
る
本
校

の
校
歌
に
は
生
徒
た
ち
が
、
常
に

高
い
目
標
を
持
ち
、
そ
の
目
標
の

達
成
の
た
め
に
、
何
事
に
も
積
極

的
に
取
り
組
み
、
進
む
べ
き
道
を

自
ら
切
り
開
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
、

と
い
う
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
高
校
時
代
は
、
心
も
体
も
著

し
い
成
長
を
遂
げ
る
年
代
で
す
が
、

様
々
な
思
い
の
中
で
心
が
大
き
く

揺
れ
動
く
起
伏
の
激
し
い
年
代
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
自
分

を
見
失
わ
ず
に
皆
さ
ん
自
身
が
、

そ
し
て
家
族
を
は
じ
め
と
す
る
周

囲
の
人
た
ち
が
、
皆
さ
ん
の
成
長

を
感
じ
ら
れ
る
三
年
間
で
あ
っ
て

く
れ
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
、
青
春
時
代
と
呼

ば
れ
ま
す
が
、亀
井
勝
一
郎
は「
未

完
成
の
自
覚
を
も
っ
て
、
絶
え
ず

努
力
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
に
青
春
が

あ
る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。
高
校

三
年
間
は
長
い
人
生
か
ら
み
れ
ば

短
い
期
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の
後
の
考
え
方
、
生
き
方
の
礎

が
つ
く
ら
れ
る
最
も
多
感
な
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
高
校
時
代
、

青
春
時
代
を
と
お
し
て
人
と
し
て

の
核
を
作
り
、
確
か
な
歩
み
を
始

め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
高
校
時
代
を
送
る

に
あ
た
っ
て
、
三
つ
の
こ
と
を
お

話
し
い
た
し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
将
来
の
自
分
の
姿

を
思
い
描
い
て
生
活
し
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
志
を
持
ち
目

標
を
持
つ
こ
と
。
目
標
を
持
つ
こ

と
で
努
力
の
質
は
上
が
り
ま
す
。

す
で
に
将
来
の
目
標
を
具
体
的
に

持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
も
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
の
高
校
生

活
を
と
お
し
て
見
つ
け
て
い
こ
う

と
い
う
皆
さ
ん
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
志
を
立
て
、
目
標
に
向
か
っ

て
学
び
続
け
る
こ
と
で
、
目
標
が

変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
学
び

を
広
げ
深
め
て
い
け
ば
未
知
の
世

界
も
広
が
り
興
味
・
関
心
は
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
き
ま
す
。
大
切
な

の
は
、
そ
の
時
そ
の
時
自
分
で
選

択
し
、
未
来
を
切
り
開
い
て
い
こ

う
と
す
る
意
思
で
す
。
学
び
の
中

で
迷
う
こ
と
は
多
く
あ
る
と
思
い

ま
す
。
そ
の
時
は
、
そ
ば
に
い
る

友
人
、
家
族
、
そ
し
て
私
た
ち
教

職
員
に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

私
た
ち
は
い
つ
で
も
皆
さ
ん
を
見

守
り
支
え
て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
目
標
を
持
ち
努
力

し
て
い
く
た
め
に
、
良
き
習
慣
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
学
習
に
お
い
て
も
部
活
動

な
ど
に
お
い
て
も
、
良
き
習
慣
が

身
に
つ
い
て
お
り
、
当
た
り
前
の

こ
と
を
当
た
り
前
に
続
け
て
い
け

る
こ
と
が
、
人
間
性
を
高
め
様
々

な
場
面
で
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
成
長
の
源
は
生
活
力

で
す
。
挨
拶
、
朝
起
き
る
時
間
と

寝
る
時
間
、
食
事
の
時
間
、
学
習

を
始
め
る
時
間
、
身
の
回
り
の
整

理
整
頓
。
心
を
整
え
一
つ
ひ
と
つ

の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

に
も
、
社
会
生
活
を
豊
か
に
し
て

い
く
た
め
に
も
良
き
習
慣
を
身
に

付
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

三
つ
目
は
、
良
き
友
と
の
出
会

い
で
す
。
人
は
一
人
で
は
生
き
て

い
け
ま
せ
ん
。
成
長
は
人
と
の
交

わ
り
の
中
に
あ
り
ま
す
。
目
標
が

同
じ
こ
と
も
あ
れ
ば
違
う
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
心
が
響

き
あ
う
友
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、

自
分
の
中
に
あ
る
可
能
性
が
引
き

出
さ
れ
て
き
ま
す
。
高
校
時
代
の

友
だ
ち
は
一
生
の
付
き
合
い
に
な

る
と
言
い
ま
す
。
困
難
に
打
ち
当

た
り
不
安
と
戸
惑
い
の
中
に
あ
っ

て
も
友
人
と
の
語
ら
い
が
心
を
軽

く
し
て
く
れ
ま
す
。
友
人
と
過
ご

す
日
々
が
、
高
校
時
代
に
彩
と
喜

び
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

次
に
、
保
護
者
の
皆
様
に
申
し

上
げ
ま
す
。
本
日
、
皆
様
の
大
切

な
お
子
様
を
お
預
か
り
し
、
私
ど

も
教
職
員
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
の

重
さ
に
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
が
、
お
子

様
に
寄
せ
る
思
い
を
真
摯
に
受
け

止
め
、
家
庭
と
学
校
と
が
一
体
に

な
っ
て
お
子
様
の
大
い
な
る
成
長

の
た
め
に
、
教
育
活
動
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
何
卒
、
本
校
の

教
育
方
針
を
御
理
解
い
た
だ
き
、

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
、心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
改
め
て
ご

入
学
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

学
習
に
学
級
活
動
に
生
徒
会
活
動

に
、
そ
し
て
部
活
動
に
有
意
義
な

学
校
生
活
を
過
ご
し
、
大
い
に
躍

進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。
本
校
で
の
三
年
間
が
充
実
し

た
輝
い
た
も
の
に
な
る
こ
と
を
心

か
ら
祈
念
し
て
、
式
辞
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
六
年
四
月
六
日

　
　

日
本
大
学
山
形
高
等
学
校
長

渡
部

正
信

令
和
六
年
度

令
和
六
年
度 

入入 

学学 

式式

 
「
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」

「
少
年
よ
、
大
志
を
抱
け
」

　
　
　
〜
未
完
成
の
自
覚
を
持
っ
て
、
絶
え
ず
努
力
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
青
春
が
あ
る
〜

〜
未
完
成
の
自
覚
を
持
っ
て
、
絶
え
ず
努
力
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
青
春
が
あ
る
〜

校
門
の
桜
も
ま
だ
花
を
つ
け
て
い
な
い
四
月
六
日
、
令
和
六
年
度
入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
新
入

生
二
五
二
名
が
高
校
生
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
少
し
肌
寒
く
は
あ
れ
ど
清
々
し
い
青
空

の
下
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
五
類
に
移
行
し
、
久
々
と
な
る
吹
奏
楽
部

の
演
奏
を
伴
っ
た
入
場
行
進
で
は
、
し
っ
か
り
と
前
を
見
つ
め
足
取
り
も
頼
も
し
か
っ
た
。
確
か

な
歩
み
で
一
歩
一
歩
進
み
、
大
き
く
成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

令
和
六
年
度

第
一
学
年
担
当
教
員

主

任
伊
藤

恵
二
（
国
）

副
主
任
小
嶋

佑
治
（
理
）

一

組
小
嶋

佑
治
（
理
）

二

組
佐
藤

祐
平（
保
体
）

三

組
神
保

和
浩（
地
・
公
）

四

組
大
澤

拓
実
（
英
）

五

組
野
川　
　

淳（
地
・
公
）

六

組
板
垣

慶
子
（
数
）

七

組
森
谷　
　

翔
（
国
）

八

組
丹
野

恵
太
（
英
）

◇
学
年
所
属
教
員

木
村
祐
太
郎
（
数
）

星
名　
　

始
（
情
）

池
江

真
弘
（
数
）

新
田

大
翔
（
国
）

菊
地

晶
子（
地
・
公
）

鈴
木

吉
典
（
数
）

渡
邉

亮
一（
理
・
情
）

原
田

明
香（
保
体
）

小
関

一
矢（
保
体
）

板
垣

和
良
（
英
）

ホ
ン
ビ
ー
チ
ャ
ド
（
英
）

学長祝辞　学長代理
松重　充浩 通信教育部長

校長式辞　渡部　正信 校長

新入生宣誓
 荒沢　丈翔（金井中）
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受
賞
者

一
、
学
長
賞
（
学
業
部
門
）

山
口

優
吾（
山
形
三
中
）

二
、
学
長
賞

（
学
術
・
文
化
部
門
）

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

（
ス
ポ
ー
ツ
部
門
）

安
食

諒
哉（
陵
南
中
）

吉
田

梓
乃（
水
上
中
）

三
、
優
秀
賞

（
学
術
・
文
化
部
門
）

放
送
部（

ス
ポ
ー
ツ
部
門
）

工
藤

颯
太（
神
町
中
）

石
井　
　

翔（
山
形
一
中
）

齋
藤

幸
一（
楯
岡
中
）

川
口
虎
太
郎（
山
形
六
中
）

稲
葉　
　

駿（
山
形
六
中
）

佐
藤　
　

陽（
天
童
二
中
）

男
子
テ
ニ
ス
部

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

野
球
部

四
、
優
等
賞

関
本

和
奏（
山
形
三
中
）

大
類　
　

凜（
山
形
三
中
）

高
橋

遼
平（
山
形
二
中
）

大
宮

遥
杜（
山
形
二
中
）

山
口

優
吾（
山
形
三
中
）

五
、
皆
勤
賞

二
三
名

六
、
精
勤
賞

六
三
名

七
、
学
校
長
賞

二
三
名

八
、
大
久
保
・
矢
野
賞

⑴

功
労
賞

生
徒
会
長

伊
藤　
　

豊（
山
形
一
中
）

総
務
員

鈴
木

佳
奈（
中
山
中
）

菅
野

綾
音（
陵
南
中
）

齋
藤

優
花（
山
形
五
中
）

齋
藤

航
希（
蔵
王
一
中
）

卯
月

大
雄（
陵
南
中
）

原
田

耕
輔（
山
形
五
中
）

代
議
員
議
長

冨
樫

晴
乃（
山
形
五
中
）

代
議
員
副
議
長

今
野　
　

心（
山
形
三
中
）

代
議
員
副
議
長
・
総
務
員

鈴
木

謙
信（
山
形
六
中
）

学
級
委
員
長

片
桐

裕
太（
天
童
三
中
）

Ｈ
Ｒ
運
営
委
員
長

清
水

大
樹（
山
形
三
中
）

週
番
委
員
長

髙
橋

結
衣（
陵
南
中
）

保
体
委
員
長

川
越

葵
生（
郡
山
六
中
）

環
境
整
備
委
員
長

笹　
　

宇
汰（
山
形
五
中
）

図
書
委
員
長

工
藤

隼
瑛（
山
形
六
中
）

女
子
部
専
門
委
員
長

門
眞

り
か（
赤
湯
中
）

⑵

努
力
賞

吉
田

梓
乃（
水
上
中
）

小
川

竜
司（
三
鷹
一
中
）

遠
藤　
　

聖（
山
形
四
中
）

橋
本

京
花（
山
大
附
中
）

岸　
　

温
大（
河
北
中
）

田
宮

俊
祐（
河
北
中
）

島
田

紗
英（
山
形
四
中
）

加
藤

誉
陽（
河
北
中
）

小
松
奈
々
実（
山
大
附
中
）

⑶

体
育
賞

野
球
部

今
田

歩
希（
天
童
一
中
）

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

金
村

悠
哉（
東
根
一
中
）

サ
ッ
カ
ー
部

渋
谷

竜
聖（
西
川
中
）

剣
道
部

大
川

朔
矢（
金
井
中
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

木
村

羚
二（
山
形
五
中
）

陸
上
競
技
部

殿
岡　
　

大（
山
形
四
中
）

阿
部

心
花（
山
形
八
中
）

卓
球
部

片
桐

稜
太（
山
形
七
中
）

ボ
ク
シ
ン
グ
部

安
食

諒
哉（
陵
南
中
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

伊
藤

玲
央（
金
井
中
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

長
岡

実
沙（
山
形
四
中
）

ス
キ
ー
部

杉
田

開
斗（
湯
沢
中
）

水
泳
部

佐
藤

叶
望（
白
鷹
中
）

男
子
テ
ニ
ス
部

小
川

郁
哉（
山
辺
中
）

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

渡
邉

大
毅（
陵
南
中
）

ゴ
ル
フ
部

馬
場

道
成（
山
形
六
中
）

女
子
テ
ニ
ス
部

佐
藤

愛
音（
天
童
一
中
）

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

天
野

佑
菜（
東
根
一
中
）

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
愛
好
会

髙
橋　
　

輝（
福
原
中
）

⑷

文
化
賞

吹
奏
楽
部

立
田

楓
果（
上
山
南
中
）

美
術
部

渡
部

百
合（
天
童
二
中
）

英
会
話
部

高
橋

夢
生（
山
形
二
中
）

写
真
部

若
木

美
羽（
山
形
七
中
）

生
物
部

渡
邊　
　

笙（
山
形
一
中
）

演
劇
部

池
田

康
佑（
山
形
三
中
）

書
道
部

東
海
林
柑
那（
山
形
五
中
）

放
送
部

丹
野

秀
祐（
山
形
十
中
）

Ｊ
Ｒ
Ｃ
部

島
貫

紗
羽（
山
形
六
中
）

音
楽
部

片
桐

裕
太（
天
童
三
中
）

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

齋
藤

愛
心（
山
形
一
中
）

漫
画
部

鈴
木

佳
奈（
中
山
中
）

九
、
栄
光
の
メ
ダ
ル

⑴

金
メ
ダ
ル

ボ
ク
シ
ン
グ
部

二
名

⑵

銀
メ
ダ
ル

ボ
ク
シ
ン
グ
部

一
名

水
泳
部

一
名

ゴ
ル
フ
部

一
名

⑶

銅
メ
ダ
ル

野
球
部

一
九
名

サ
ッ
カ
ー
部

一
三
名

ボ
ク
シ
ン
グ
部

一
一
名

水
泳
部

七
名

男
子
テ
ニ
ス
部

七
名

ゴ
ル
フ
部

二
名

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部七

名

ス
キ
ー
部

三
名

⑷

文
化
賞
メ
ダ
ル

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

五
名

吹
奏
楽
部

四
名

写
真
部

二
名

放
送
部

二
名

十
、
学
外
賞

日
本
私
立
中
学
高
等
学
校

連
合
会
会
長
賞

生
徒
会
長

伊
藤　
　

豊（
山
形
一
中
）

令
和
五
年
度

令
和
五
年
度 

卒卒 

業業 

式式

令
和
六
年
三
月
二
日
、
本
校
第
一
体
育
館
に
て
、
第
六
四
回
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ

た
。
ま
だ
ま
だ
雪
の
降
る
厳
し
い
寒
さ
の
中
、
二
八
六
名
が
巣
立
ち
の
時
を
迎
え
た
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
規
制
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
で
、
卒
業
生
か
ら
保
護
者
へ
感

謝
の
言
葉
を
贈
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
感
動
的
な
卒
業
式
と
な
っ
た
。

在
学
中
に
各
方
面
で
顕
著
な
成
績
を
あ
げ
、
各
賞
を
授
与
さ
れ
た
生
徒
の
氏
名
を

こ
こ
に
掲
載
す
る
。

学長祝辞　学長代理　福田　充 危機管理学部長

卒業生総代答辞　伊藤　豊（山形一中）

広 報 日 大 山 形（3） 令和６年４月29日



運

動

部

野
球
部

・
第
七
六
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校

野
球
山
形
県
大
会

準
優
勝

・
第
七
六
回
秋
季
東
北
地
区
高
等
学
校
野
球
大
会

ベ
ス
ト
８

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
山
形
県
高
校
選
手
権
大
会
ベ
ス
ト
８

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ベ
ス
ト
８

サ
ッ
カ
ー
部

・
第
一
〇
二
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権

大
会
山
形
県
大
会

ベ
ス
ト
８

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ベ
ス
ト
８

剣
道
部

・
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会

山
形
県
予
選
会

男
子
個
人

三
位

安
部

謙
吾
（
山
形
九
中
）

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

・
村
山
地
区
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

男
子
団
体

出
場

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

女
子
団
体

出
場

・
ジ
ャ
ワ
杯
山
形
県
高
等
学
校
選
手
権
大
会

女
子
団
体

ベ
ス
ト
８

陸
上
競
技
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

八
○
○
ｍ

六
位

中
村

遼
央
（
上
山
北
中
）

一
〇
〇
ｍ

八
位

渡
邉

能
亜
（
山
大
附
中
）

・
山
形
県
高
校
駅
伝
競
走
大
会

男
子

総
合
八
位

（
茂
木
・
河
口
・
中
村
・
長
岡
・
布
川
・

小
田
切
・
松
田
）

卓
球
部

・
村
山
地
区
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

男
子
団
体

ベ
ス
ト
16

・
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
山
形
県
予
選

ダ
ブ
ル
ス

出
場

高
橋　
　

響
・
鍋
倉

大
地

ボ
ク
シ
ン
グ
部

・
特
別
国
民
体
育
大
会

少
年
男
子

ピ
ン
級

ベ
ス
ト
８

安
食

諒
哉
（
陵
南
中
）

ミ
ド
ル
級

ベ
ス
ト
８

稲
葉　
　

駿
（
山
形
六
中
）

ラ
イ
ト
フ
ラ
イ
級

出
場

齋
藤

幸
一
（
楯
岡
中
）

ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

出
場

石
井　
　

翔
（
山
形
一
中
）

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

【
男
子
】
学
校
対
抗

二
位

一
部
バ
ン
タ
ム
級

三
位

須
藤

渓
太
（
楯
岡
中
）

一
部
ラ
イ
ト
級

二
位

笹
木

悠
太
（
高
畠
中
）

一
部
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

二
位

清
水

駿
允
（
山
形
三
中
）

一
部
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

優
勝

小
関

亮
宙
（
山
形
一
中
）

一
部
ミ
ド
ル
級

二
位

浅
野

惺
勇
（
山
形
十
中
）

二
部
バ
ン
タ
ム
級

一
位

村
山

愛
冴
（
山
形
四
中
）

二
部
ラ
イ
ト
級

優
勝

松
浦

光
輝
（
天
童
四
中
）

二
部
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

優
勝

齋
藤

優
気
（
金
井
中
）

【
女
子
】

ピ
ン
級

優
勝

福
田

有
里
（
蔵
王
一
中
）

・
東
北
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

【
男
子
】　　

一
部
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

優
勝

小
関

亮
宙
（
山
形
一
中
）

二
部
ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

出
場

齋
藤

優
気
（
金
井
中
）

二
部
ミ
ド
ル
級

出
場

板
垣　
　

薫
（
山
形
六
中
）

【
女
子
】
学
校
対
抗

三
位

ピ
ン
級

優
勝

福
田

有
里
（
蔵
王
一
中
）

・
全
国
高
等
学
校
選
抜
ボ
ク
シ
ン
グ
大
会

【
男
子
】
ウ
ェ
ル
タ
ー
級

出
場

小
関

亮
宙
（
山
形
一
中
）

【
女
子
】
ピ
ン
級

三
位

福
田

有
里
（
蔵
王
一
中
）

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

・
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
高
等
学
校

選
手
権
大
会
山
形
県
代
表
決
定
戦

ベ
ス
ト
４

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

ベ
ス
ト
８

・
全
国
私
立
高
等
学
校
男
女
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

出
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
男
子
】

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

団
体

ベ
ス
ト
16

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

二
回
戦
出
場

矢
萩

准
大
・
政
野

海
洋

星　
　

文
登
・
門
脇　
　

奏

長
澤

理
生
・
西
塚

拓
来

出
場

佐
藤

裕
輝
・
菊
地

裕
樹

【
女
子
】

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

団
体

ベ
ス
ト
16

個
人
（
ダ
ブ
ル
ス
）

三
回
戦
出
場

小
松

莉
子
・
井
上　
　

華

古
谷
野
茉
央
・
長
沼

茶
夏

二
回
戦
出
場

渡
辺

真
紘
・
細
越

千
寛

ス
キ
ー
部

・
山
形
県
高
校
ス
キ
ー
大
会

【
男
子
】

大
回
転

二
位

小
川

竜
司
（
三
鷹
一
中
）

四
位

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

七
位

佐
藤

裕
人
（
大
東
中
）

八
位

松
浦
晴
尚
朗
（
日
出
学
園
中
）

回
転

優
勝

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

二
位

小
川

竜
司
（
三
鷹
一
中
）

五
位

髙
橋

颯
太
（
築
館
中
）

八
位

佐
藤

裕
人
（
大
東
中
）

【
女
子
】

大
回
転

二
位

山
下
り
こ
ぼ
（
白
馬
中
）

四
位

鈴
口

真
央
（
白
川
郷
学
園
）

五
位

吉
田

梓
乃
（
水
上
中
）

五
位

坂
田　
　

結
（
南
大
谷
中
）

八
位

ク
ー
ン
バ
ー
・
エ
リ
ー
（
白
馬
中
）

回
転

優
勝

山
下
り
こ
ぼ
（
白
馬
中
）

四
位

吉
田

梓
乃
（
水
上
中
）

五
位

坂
田　
　

結
（
南
大
谷
中
）

六
位

阿
部

桃
佳
（
福
原
中
）

七
位

鈴
口

真
央
（
白
川
郷
学
園
）

・
山
形
県
総
合
ス
キ
ー
大
会

【
少
年
男
子
】

優
勝

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

四
位

佐
藤

裕
人
（
大
東
中
）

七
位

設
楽
優
太
郎
（
米
沢
六
中
）

八
位

髙
橋

颯
太
（
築
館
中
）

【
少
年
女
子
】

優
勝

山
下
り
こ
ぼ
（
白
馬
中
）

四
位

吉
田

梓
乃
（
水
上
中
）

六
位

ク
ー
ン
バ
ー
・
エ
リ
ー
（
白
馬
中
）

・
全
国
高
等
学
校
ス
キ
ー
大
会

【
男
子
】

大
回
転

出
場

小
川

竜
司
（
三
鷹
一
中
）

佐
藤

裕
人
（
大
東
中
）

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

回
転

出
場

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

小
川

竜
司
（
三
鷹
一
中
）

髙
橋

颯
太
（
築
館
中
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

五
位

布
施
飛
雄
真
（
山
形
三
中
）

【
女
子
】

大
回
転

出
場

山
下
り
こ
ぼ
（
白
馬
中
）

吉
田

梓
乃
（
水
上
中
）

坂
田　
　

結
（
南
大
谷
中
）

鈴
口

真
央
（
白
川
郷
学
園
）

回
転

九
位

山
下
り
こ
ぼ
（
白
馬
中
）

出
場

吉
田

梓
乃
（
水
上
中
）

坂
田　
　

結
（
南
大
谷
中
）

阿
部

桃
佳
（
福
原
中
）

・
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

【
少
年
男
子
】

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

優
勝

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

出
場

佐
藤

裕
人
（
大
東
中
）

【
少
年
女
子
】

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

四
位

山
下
り
こ
ぼ
（
白
馬
中
）

十
位

吉
田

梓
乃
（
水
上
中
）

・
全
国
高
校
選
抜
ス
キ
ー
大
会

【
男
子
】

ス
ー
パ
ー
大
回
転

出
場

設
楽
優
太
郎
（
米
沢
六
中
）

藤
田

舜
輝
（
大
淵
中
）

新
井

蔵
人
（
西
巣
鴨
中
）

髙
橋

颯
太
（
築
館
中
）

松
浦
晴
尚
朗
（
日
出
学
園
中
）

茶
谷

秀
羽
（
京
都
教
大
附
中
）

大
回
転

出
場

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

新
井

蔵
人
（
西
巣
鴨
中
）

松
浦
晴
尚
朗
（
日
出
学
園
中
）

設
楽
優
太
郎
（
米
沢
六
中
）

髙
橋

颯
太
（
築
館
中
）

茶
谷

秀
羽
（
京
都
教
大
附
中
）

藤
田

舜
輝
（
大
淵
中
）

回
転

出
場

松
浦
晴
尚
朗
（
日
出
学
園
中
）

新
井

蔵
人
（
西
巣
鴨
中
）

設
楽
優
太
郎
（
米
沢
六
中
）

茶
谷

秀
羽
（
京
都
教
大
附
中
）

髙
橋

颯
太
（
築
館
中
）

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

藤
田

舜
輝
（
大
淵
中
）

ス
ペ
シ
ャ
ル
ジ
ャ
ン
プ

三
位

布
施
飛
雄
真
（
山
形
三
中
）

【
女
子
】

ス
ー
パ
ー
大
回
転

出
場

坂
田　
　

結
（
南
大
谷
中
）

鈴
口

真
央
（
白
川
郷
学
園
）

阿
部

桃
佳
（
福
原
中
）

難
波

優
花
（
朝
日
中
）

大
回
転

出
場

鈴
口

真
央
（
白
川
郷
学
園
）

ク
ー
ン
バ
ー
・
エ
リ
ー
（
白
馬
中
）

坂
田　
　

結
（
南
大
谷
中
）

阿
部

桃
佳
（
福
原
中
）

難
波

優
花
（
朝
日
中
）

回
転

出
場

坂
田　
　

結
（
南
大
谷
中
）

ク
ー
ン
バ
ー
・
エ
リ
ー
（
白
馬
中
）

阿
部

桃
佳
（
福
原
中
）

鈴
口

真
央
（
白
川
郷
学
園
）

難
波

優
花
（
朝
日
中
）

水
泳
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

【
男
子
】

一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

四
位

海
野　
　

翼
（
陵
南
中
）

二
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

四
位

鈴
木

麻
聖
（
大
江
中
）

四
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

三
位

鈴
木

麻
聖
（
大
江
中
）

【
女
子
】

五
〇
Ｍ
自
由
形

二
位

富
永

そ
ら
（
東
根
三
中
）

一
〇
〇
Ｍ
自
由
形

二
位

富
永

そ
ら
（
東
根
三
中
）

二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

優
勝

遠
藤

咲
来
（
米
沢
二
中
）

一
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ

優
勝

國
松

由
依
（
山
形
一
中
）

二
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ

優
勝

國
松

由
依
（
山
形
一
中
）

一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

優
勝

松
坂

星
夏
（
天
童
四
中
）

三
位

東
海
林
希
由
（
山
形
十
中
）

二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

優
勝

遠
藤

咲
来
（
米
沢
二
中
）

四
位

東
海
林
希
由
（
山
形
十
中
）

四
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

優
勝

松
坂

星
夏
（
天
童
四
中
）

四
位

伊
藤　
　

葵
（
東
根
一
中
）

四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

優
勝
（
遠
藤
・
伊
豆
田
・
富
永
・
松
坂
）

四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

優
勝
（
松
坂
・
國
松
・
遠
藤
・
東
海
林
）

・
東
北
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

【
女
子
】

五
〇
Ｍ
自
由
形

六
位

富
永

そ
ら
（
東
根
三
中
）

二
〇
〇
Ｍ
自
由
形

二
位

遠
藤

咲
来
（
米
沢
二
中
）

一
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

三
位

松
坂

星
夏
（
天
童
四
中
）

二
〇
〇
Ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

優
勝

遠
藤

咲
来
（
米
沢
二
中
）

四
〇
〇
Ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー

五
位

松
坂

星
夏
（
天
童
四
中
）

四
〇
〇
Ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー

二
位
（
遠
藤
・
伊
豆
田
・
富
永
・
松
坂
）

四
〇
〇
Ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー

優
勝
（
松
坂
・
國
松
・
遠
藤
・
富
永
）

・
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
春
季
大
会

【
男
子
】

一
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ

出
場

佐
藤　
　

陽
（
天
童
二
中
）

二
〇
〇
Ｍ
平
泳
ぎ

出
場

佐
藤　
　

陽
（
天
童
二
中
）

男
子
テ
ニ
ス
部

・
特
別
国
民
体
育
大
会

出
場

冨
樫

琢
磨
（
東
根
一
中
）

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

団
体

優
勝冨樫

琢
磨
（
東
根
一
中
）

朝
倉　
　

丈
（
山
形
三
中
）

伊
藤

啓
太
（
山
形
二
中
）

設
樂

晴
太
（
山
辺
中
）

田
村

珠
透
（
河
北
中
）

和
田

恵
輔
（
上
山
南
中
）

中
村

俊
太
（
山
大
附
中
）

玉
虫

和
磨
（
山
形
三
中
）

梅
津　
　

蓮
（
山
形
六
中
）

個
人

シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

冨
樫

琢
磨
（
東
根
一
中
）

二
位

朝
倉　
　

丈
（
山
形
三
中
）

三
位

伊
藤

啓
太
（
山
形
二
中
）

五
位

設
樂

晴
太
（
山
辺
中
）

六
位

田
村

珠
透
（
河
北
中
）

・
東
北
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

団
体

優
勝

冨
樫

琢
磨
・
朝
倉　
　

丈

伊
藤

啓
太
・
設
樂

晴
太

田
村

珠
透
・
和
田

恵
輔

中
村

俊
太
・
玉
虫

和
磨

　
　
　
　

梅
津　
　

蓮

・
全
国
私
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

団
体

出
場

冨
樫

琢
磨
・
朝
倉　
　

丈

伊
藤

啓
太
・
設
樂

晴
太

田
村

珠
透
・
和
田

恵
輔

　
　
　
　

玉
虫

和
磨

個
人

シ
ン
グ
ル
ス

出
場

冨
樫

琢
磨
（
東
根
一
中
）

・
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

団
体

出
場

冨
樫

琢
磨
・
朝
倉　
　

丈

伊
藤

啓
太
・
設
樂

晴
太

田
村

珠
透
・
和
田

恵
輔

中
村

俊
太
・
玉
虫

和
磨

　
　
　
　

梅
津　
　

蓮

個
人

シ
ン
グ
ル
ス

出
場

冨
樫

琢
磨
（
東
根
一
中
）

・
東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

Ｕ
18
シ
ン
グ
ル
ス

ベ
ス
ト
８

冨
樫

琢
磨
（
東
根
一
中
）

Ｕ
16
シ
ン
グ
ル
ス

ベ
ス
ト
４

和
田

恵
輔
（
上
山
南
中
）

ベ
ス
ト
８

伊
藤

啓
太
（
山
形
二
中
）

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

二
位

・
全
国
高
等
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
抜

大
会
山
形
県
予
選
会

二
位

・
東
北
高
等
学
校
選
抜
大
会

出
場

・
べ
に
ば
な
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

優
勝

ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

優
勝

・
東
北
高
等
学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
新
人
大
会

出
場

女
子
テ
ニ
ス
部

・
特
別
国
民
体
育
大
会

出
場

齋
藤

和
伽
・
大
内　
　

葵

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会

団
体

優
勝齋藤

和
伽
（
中
山
中
）

小
林

結
菜
（
山
形
六
中
）

大
内　
　

茜
（
山
形
六
中
）

大
内　
　

葵
（
山
形
六
中
）

小
笠
原
愛
菜
（
山
形
六
中
）

原
田
え
り
な
（
山
形
三
中
）

小
野
寺
莉
緒
（
東
根
一
中
）

齋
藤
ひ
な
た
（
山
形
三
中
）

石
川　
　

澪
（
志
村
五
中
）

個
人

シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

齋
藤

和
伽
（
中
山
中
）

二
位

小
林

結
菜
（
山
形
六
中
）

三
位

大
内　
　

茜
（
山
形
六
中
）

五
位

大
内　
　

葵
（
山
形
六
中
）

七
位

小
笠
原
愛
菜
（
山
形
六
中
）

八
位

原
田
え
り
な
（
山
形
三
中
）

・
東
北
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

団
体

優
勝

齋
藤

和
伽
・
小
林

結
菜

大
内　
　

茜
・
大
内　
　

葵

小
笠
原
愛
菜
・
原
田
え
り
な

部
活
動
報
告

広 報 日 大 山 形 （4）令和６年４月29日



日本大学・短期大学部
155（１）名
法学部 ５名
文理学部 ８名
経済学部 ９名
商学部 12名
芸術学部 ３名
国際関係学部 ６名
理工学部 32名
生産工学部 25名
工学部 32（１）名
歯学部 ２名
松戸歯学部 ８名
生物資源科学部 ６名
薬学部 ２名
法学部二部 ４名
短大三島 １名
国公立大学・短期大学　26（３）名
山形大学　人文社会科 ２名
　　　　　地域教育文化 １名
　　　　　理 １名
　　　　　工 ４名

宮城教育大学　教育 １名
宇都宮大学　地域デザイン １名
埼玉大学　工 １名
東京海洋大学　海洋生命科 １名
新潟大学　人文 ２（１）名
　　　　　経済科 １名
　　　　　理 １名
　　　　　工 ３（１）名
佐賀大学　経済 １名
山形県立米沢栄養大学　健康栄養 １名
山形県立保健医療大学　保健医療 ２名
秋田県立大学　システム科学技術 １名
高崎経済大学　地域政策 １名
東京都立大学　健康福祉 １（１）名
日本大学以外の
私立大学・短期大学　
120（７）名
早稲田大学 ２名
慶應義塾大学 １名
東京理科大学 １名
明治大学 ３名
青山学院大学 １名
法政大学 ２名
同志社大学 １名
酪農学園大学 １名
岩手医科大学 ２（１）名
仙台大学 ２名
東北医科薬科大学 ７名
東北学院大学 ９名
東北工業大学 ３名
東北福祉大学 15名
宮城学院女子大学 ２名
ノースアジア大学 ２名
東北芸術工科大学 ２名
東北公益文科大学 ２名

東北文教大学 ５名
流通経済大学 １名
駿河台大学 １名
日本医療科学大学 ２名
城西国際大学 １名
帝京平成大学 １名
桜美林大学 １名
北里大学 ３（２）名
実践女子大学 １名
専修大学 ４名
大東文化大学 １名
拓殖大学 １名
東海大学 １（１）名
東京工科大学 １名
東京薬科大学 １名
東洋大学 １名
神奈川工科大学 １名
関東学院大学 １名
相模女子大学 １名
新潟医療福祉大学 10名
中京大学 １（１）名
びわこ成蹊スポーツ大学 １名
近畿大学 ３（１）名
仙台青葉学院短期大学 １名
東北文教大学短期大学部 １名
東京歯科大学短期大学 １名

など
専門学校 64名
日本大学医学部附属看護専門学校 ２名
国立病院機構山形病院附属看護学校 ２名
山形市立病院済生館高等看護学院 ２名
山形厚生看護学校 ６名
山形医療技術専門学校 ７名
山形県立産業技術短期大学校 ６名
山形歯科専門学校 １名

山形美容専門学校 ２名
大原スポーツ公務員専門学校山形校 ６名
大原簿記情報ビジネス医療福祉
専門学校山形校 ３名
日本航空専門学校 ２名
仙台リハビリテーション専門学校 ２名
仙台リゾート＆スポーツ専門学校 ２名
仙台総合ビジネス公務員専門学校 １名
仙台総合ペット専門学校 １名
仙台理容美容専門学校 １名
専門学校花壇自動車大学校 ２名
東北外語観光専門学校 １名
仙台こども専門学校 １名
仙台スイーツ＆カフェ専門学校 １名
仙台デザイン＆テクノロジー専門学校 １名
山野美容専門学校 ２名
文化服装学院 １名

など
就　職 16名
自衛官一般曹候補生 ２名
自衛官候補生 ２名
日新製薬株式会社 １名
東北電化工業株式会社 １名
東和薬品株式会社山形工場 １名
株式会社旅館古窯 １名
東ソー・クォーツ株式会社 １名
トヨタ自動車株式会社 １名
東芝インフラシステムズ株式会社 １名

など
省庁大学校 １名
防衛大学校 １（１）名
海外留学 １名
北京外国語大学 １名

　令和５年度卒業生の進路状況について令和５年度卒業生の進路状況について
進路指導部主任　大江　和司

　卒業生286名の進路状況は４年制大学195名（68.2％），短期大学４名（1.4％），専門学校61名（21.3％），
就職14名（4.9％），その他12名（4.2％）であった。
　特筆すべき点としては，日本大学に推薦・一般を合わせて延べ153名が合格，国公立大学は山形大学や新
潟大学を中心に，東京海洋大学や埼玉大学など計23名が合格，さらに他の私立大学も早稲田大学・慶應義
塾大学・東京理科大学・明治大学などをはじめとする難関大学に多数合格したことが挙げられる。
　令和５年度卒業生はコロナ禍に入学した生徒たちで，３年次の５月にようやく５類感染症に移行するま

では，学校行事や部活動のみならず，日々の授業においても長らくさまざまな制限を受けてきた学年であった。しかしながら，
先生方の熱意あふれる指導と生徒諸君一人ひとりの計画的かつ継続的な努力の積み重ねにより，上記のような進路目標達成を
実現することができた。

主な
合格実績
※延べ人数
※（　）内の数字は，過年度生で内数
令和６年３月31日現在

令和５年度

小
野
寺
莉
緒
・
齋
藤
ひ
な
た

　
　
　
　

石
川　
　

澪

・
全
国
私
立
高
等
学
校
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

団
体

出
場

齋
藤

和
伽
・
大
内　
　

葵

大
内　
　

茜
・
小
林

結
菜

原
田
え
り
な
・
小
野
寺
莉
緒

　
　
　
　

小
笠
原
愛
菜

個
人

シ
ン
グ
ル
ス

出
場

齋
藤

和
伽
（
中
山
中
）

・
全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会

団
体

ベ
ス
ト
16

齋
藤

和
伽
・
小
林

結
菜

大
内　
　

茜
・
大
内　
　

葵

小
笠
原
愛
菜
・
原
田
え
り
な

小
野
寺
莉
緒
・
齋
藤
ひ
な
た

　
　
　
　

石
川　
　

澪

個
人

四
回
戦
出
場

齋
藤

和
伽
（
中
山
中
）

・
東
北
春
季
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
選
手
権
大
会

Ｕ
18
シ
ン
グ
ル
ス

三
位

大
内　
　

葵
（
山
形
六
中
）

ベ
ス
ト
８

大
内　
　

茜
（
山
形
六
中
）

小
笠
原
愛
菜
（
山
形
六
中
）

女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

・
山
形
県
高
等
学
校
新
人
体
育
大
会優

勝

・
全
国
高
校
選
抜
大
会
山
形
県
予
選優

勝

・
東
北
高
等
学
校
選
抜
大
会

出
場

文

化

部

吹
奏
楽
部

・
山
形
県
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト

銅
賞

・
村
山
地
区
吹
奏
楽
合
同
演
奏
会

出
演

美
術
部

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

努
力
賞

多
田

雄
成
（
山
形
十
中
）

増
田

朝
飛
（
蔵
王
二
中
）

長
澤

明
陽
（
川
西
中
）

写
真
部

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

総
合
文
化
祭
賞

高
橋

実
莉
（
山
形
十
中
）

高
文
連
賞

横
山

彩
乃
（
山
形
三
中
）

優
秀
賞

宗
形

柚
希
（
山
形
四
中
）

・
山
形
県
高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

二
席

天
野

穂
佳
（
東
根
一
中
）

宗
形

柚
希
（
山
形
四
中
）

入
選

森　
　
　

零
（
戸
沢
学
園
）

佳
作

横
山

彩
乃
（
山
形
三
中
）

沼
澤

歩
音
（
新
庄
中
）

鈴
木

那
奈
（
山
大
附
中
）

生
物
部

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
出
場

・
山
形
県
探
究
型
学
習
課
題
研
究
発
表
会

科
学
専
門
部
（
生
物
領
域
）
優
秀
賞

代
表
：
伊
藤　
　

隼
（
山
形
四
中
）

演
劇
部

・
山
形
県
高
校
演
劇
合
同
発
表
会優

良
賞

・
令
和
五
年
度
冬
季
公
演

開
催

書
道
部

・
山
形
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

優
秀
賞

一
名

入

選

四
名

放
送
部

・
山
形
県
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
新
人
大
会

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
部
門

準
優
勝

テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

入
賞

・
東
北
高
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

テ
レ
ビ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
部
門

出
場

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部

・
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
秋
季
競
技
大
会
東
北

大
会

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
部
門
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成
二
位

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
／
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成

二
位

Ｍ
ｓ
．Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
部
門
二
年
生

優
勝

田
苗

妃
叶
（
山
形
六
中
）

四
位

鈴
木

琴
葉
（
山
形
一
中
）

・
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｒｅ
ｇ
ｉｏ
ｎ
ａ
ｌｓ
東
北
大
会

オ
ー
プ
ン
部
門

二
位

Ｓ
ｏ
ｎ
ｇ
／
Ｐ
ｏ
ｍ
部
門
ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成

三
位

・
全
国
高
等
学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
冬
季

大
会
２
０
２
４

Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ
／
Ｐ
Ｏ
Ｍ
部
門
Ｓ
ｍ
ａ
ｌ
ｌ
編
成

出
場

Ｍ
ｓ
．Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
部
門
二
年
生

優
勝

田
苗

妃
叶
（
山
形
六
中
）

出
場

鈴
木

琴
葉
（
山
形
一
中
）

・
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｎａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
ａ
ｌｓ

オ
ー
プ
ン
部
門

出
場

【
各
種
表
彰
】

・
日
本
大
学
付
属
高
等
学
校
等
第
四
○
回

文
芸
コ
ン
ク
ー
ル

特
選短

歌

奥
山

奏
葉
（
余
目
中
）

詩

加
藤

誉
陽
（
河
北
中
）

入
選読

書
感
想
文渡邊

花
緒
（
山
形
四
中
）

土
屋

透
真
（
山
大
附
中
）

佳
作俳

句

渡
邉

冴
輝
（
朝
日
中
）

・
第
一
二
回
お
弁
当
甲
子
園

優
秀
賞

島
田

哲
平
（
蔵
王
一
中
）

佳
作

安
達

唯
真
（
山
形
四
中
）

山
崎

栞
奈
（
赤
湯
中
）
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高た
か

橋は
し

佑ゆ
う

輔す
け

先
生

（
数
学
）

大お
お

澤さ
わ

拓た
く

実み

先
生

（
英
語
）

池い
け

江え

真ま

弘ひ
ろ

先
生

（
数
学
）

新に
っ

田た

大ひ
ろ

翔か

先
生

（
国
語
）

三み

上か
み

晃こ
う

世せ
い

先
生

（
地
歴
・
公
民
）

小こ

関せ
き

一か
ず

矢や

先
生

（
保
健
体
育
）

本ほ
ん

戸ど

悠ゆ
う

貴き

さ
ん

（
事
務
室
）

岩い
わ

田た

希き

恵え

さ
ん

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

二
年
生
は

勉
強
で
も
部

活
動
で
も
多
く
の
こ
と
に
思

い
き
り
挑
戦
で
き
る
学
年
で

す
。
一
年
生
の
よ
う
に
手
探

り
で
は
な
い
に
せ
よ
、
新
し

い
発
見
を
日
々
重
ね
、
三
年

生
の
よ
う
に
進
路
決
定
と
い

う
枠
に
縛
ら
れ
ず
可
能
性
を

追
究
し
て
い
け
ま
す
。
こ
こ

で
何
を
す
る
か
は
自
分
次

第
。
昨
年
度
何
度
も
耳
に
し

た
「
す
る
か
し
な
い
か
だ
」

と
い
う
言
葉
を
心
に
留
め
、

挑
戦
を
繰
り
返
し
、
ま
た
継

続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
自

分
ら
し
い
、
自
分
に
と
っ
て

最
適
の
方
向
が
見
つ
か
る
よ

う
に
。

月
日
は
マ

イ
ナ
ス
な
心

持
ち
で
い
る
と
き
は
長
く
感

じ
ま
す
が
、
楽
し
い
時
間
は

あ
っ
と
い
う
間
で
す
。
高
校

生
活
も
残
り
一
年
、「
ま
だ

一
年
も
」
で
す
か
「
も
う
一

年
し
か
」
で
す
か
。
皆
さ
ん

は
「
も
う
一
年
し
か
楽
し
い

高
校
生
活
が
残
っ
て
な
い
」

と
感
じ
て
く
れ
て
い
る
と
信

じ
て
い
ま
す
。受
験
ま
で「
一

年
し
か
」
と
感
じ
て
い
る
人

も
い
る
の
で
し
ょ
う
が
、
自

分
が
成
長
し
て
い
く
そ
れ
も

含
め
て
残
り
の
高
校
生
活
を

楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

学
年
主
任
あ
い
さ
つ

ご
入
学
お

め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
教
育
学
で
高
校

時
代
は
、
人
間
の
発
達
段
階

の
中
で
最
も
大
き
な
成
長
を

遂
げ
る
時
期
と
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
自
分

の
昨
日
の
限
界
を
、
今
日
は

超
え
て
し
ま
え
る
、
自
分
の

可
能
性
を
人
生
の
中
で
最
も

引
き
出
せ
る
時
期
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
自
分
の
将
来
に

目
を
向
け
、
自
分
の
可
能
性

を
現
実
の
も
の
に
し
て
い
く
、

そ
ん
な
目
標
に
向
か
っ
て
共

に
歩
む
三
年
間
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

可
能
性
を
現
実
に

変
え
る
ス
タ
ー
ト

第
一
学
年
主
任

伊
藤

恵
二

大
切
な
一
年第二

学
年
主
任

松
浦

正
治

早
い
も
の
で
す

第
三
学
年
主
任

首
藤

裕
二

○
異
動

中
園

健
二
先
生（

校
長
）

異
動
先

日
本
大
学
高
等
学
校
・

中
学
校

○
退
職

小
笠
原

篤
先
生（

数
学
）

村
田　
　

亨
先
生

（
保
健
体
育
）

宮
内
慶
太
郎
先
生（

国
語
）

堀
米

祐
人
先
生

（
地
歴
・
公
民
）

鳴
海
竜
太
郎
先
生（

数
学
）

穴
見

康
子
さ
ん

（
事
務
室
）

佐
藤

恭
子
さ
ん

（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）

異
動
・
退
職

教
職
員
紹
介

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新
任
教
職
員
紹
介

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
新
校
長
・
新
教
頭
　
挨
拶

新
校
長
・
新
教
頭

挨
拶

こ
の
度
、
前
任
の
中
園
健

二
校
長
の
異
動
に
伴
い
、
後

任
と
し
て
就
任
い
た
し
ま
し

た
渡
部
正
信
と
申
し
ま
す
。

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
を
は
じ

め
、
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
日
頃
か
ら
本
校
の
教

育
活
動
に
対
し
ま
し
て
格
別

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
入
学
、

進
級
の
喜
び
と
と
も
に
、
新

し
い
生
活
へ
の
期
待
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
三
年
間

の
学
び
が
、
常
に
高
い
目
標

を
持
ち
、
日
本
大
学
の
教
育

理
念
で
あ
る
「
自
主
創
造
」

の
も
と
、
自
ら
学
び
、
自
ら

考
え
、
自
ら
道
を
ひ
ら
く

日
々
で
あ
る
よ
う
、
私
た
ち

教
職
員
は
支
援
し
見
守
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

同
窓
生
の
県
内
は
も
と
よ

り
国
内
外
各
界
各
方
面
で
の

活
躍
を
励
み
、
支
え
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
保
護
者
、
地
域

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
よ
り

生
徒
た
ち
が
日
々
の
生
活
に

充
実
感
と
成
長
を
感
じ
ら
れ

る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
る
所
存
で
す
。
何
卒
、
前

校
長
と
同
様
に
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

志
の
実
現
の
た
め
に

校
長

渡
部

正
信

こ
の
度
、
教
頭
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
林
充
彦
で
す
。

年
度
の
変
わ
り
目
の
こ
の
時

期
は
、
前
向
き
な
気
持
ち
で

目
標
を
立
て
、
自
分
自
身
を

成
長
さ
せ
て
い
く
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
夢
を
持
ち
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
充
実
感
と
成

長
を
感
じ
な
が
ら
、
毎
日
笑

顔
で
学
校
生
活
を
送
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
、
校
長
を
補

佐
し
、
先
生
方
と
と
も
に
進

め
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
一

人
ひ
と
り
の
頑
張
り
が
融
合

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団

と
し
て
の
大
き
な
力
と
な
り
、

そ
の
集
団
の
力
が
個
人
の
成

長
を
後
押
し
し
て
く
れ
る
よ

う
な
好
循
環
が
生
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

前
向
き
な
気
持
ち
で

教
頭

林
　
　
充
彦
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二
年
生

九
州
修
学
旅
行

二
月
二
一
日（
水
）に
二
年

生
の
探
究
学
習
発
表
会
が
行

わ
れ
た
。

探
究
学
習
は
、
二
年
生
の

キ
ャ
リ
ア
学
習
の
一
環
と
し

て
年
間
を
通
じ
て
取
り
組
ん

で
き
た
活
動
で
、
各
ク
ラ
ス

で
選
出
さ
れ
た
代
表
二
グ

ル
ー
プ
が
こ
れ
ま
で
研
究
し

て
き
た
集
大
成
を
堂
々
と
発

表
し
た
。
発
表
後
に
は
参
観

し
た
生
徒
・
先
生
方
と
内
容

を
よ
り
深
め
る
た
め
に
更
に

調
査
す
べ
き
こ
と
や
工
夫
が

必
要
な
点
に
関
し
て
議
論
を

交
わ
し
、
非
常
に
有
意
義
な

形
で
発
表
会
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
た
。

◉
主
な
行
程

一
日
目
：
大
刀
洗
平
和
記

念
館

二
日
目
：
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス

三
日
目
：
長
崎
平
和
公
園

　
　
　
　

原
爆
資
料
館

　
　
　
　

長
崎
市
内
班
別

研
修

四
日
目
：
ク
ラ
ス
別
研
修

五
日
目
：
太
宰
府
天
満
宮

外
の
世
界
を
見
て
み
た
い

と
思
っ
た
。
世
界
を
知
る
こ

と
は
新
た
な
発
見
が
あ
る
と

同
時
に
、
地
元
を
外
か
ら
見

つ
め
直
す
こ
と
で
ま
だ
見
ぬ

魅
力
発
見
に
繋
が
る
と
思
っ

た
。着

い
て
か
ら
は
見
る
も
の

聴
く
も
の
全
て
が
驚
き
と
感

動
で
、
充
実
し
た
日
々
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
た
。

日
本
人
の
引
率
の
先
生
が
関

わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、

Ｐ
Ａ
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
ア
シ
ス

タ
ン
ト
。
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
の

学
生
）
や
生
徒
主
体
で
全
て

作
り
上
げ
て
い
く
雰
囲
気
が

私
を
大
き
く
成
長
さ
せ
る
と

て
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
。

山
形
が
好
き
だ
か
ら

川
島
和
香
菜
（
陵
東
中
）

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、

歴
史
と
伝
統
の
あ
る
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
た
け
で
な
く
、
大
学

の
美
術
館
や
博
物
館
で
は
教

科
書
に
載
っ
て
い
る
芸
術
品

の
実
物
を
鑑
賞
し
、
圧
倒
さ

れ
る
と
同
時
に
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。
周
囲
の
仲
間
の

積
極
性
や
Ｐ
Ａ
の
幅
広
い
知

識
や
旺
盛
な
好
奇
心
か
ら
、

「
私
も
頑
張
ろ
う
！
」
と
い

う
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

多
く
の
人
と
交
流
し
、
今

ま
で
に
な
い
経
験
の
連
続

だ
っ
た
、
人
生
で
一
番
あ
っ

と
い
う
間
に
感
じ
た
二
週
間

で
し
た
。

た
く
さ
ん
学
ん
だ
一
八
日
間

松
尾

華
子
（
山
形
三
中
）

到
着
す
る
直
前
ま
で
は
少

し
緊
張
と
不
安
を
抱
え
て
い

ま
し
た
が
、
い
ざ
ケ
ン
ブ

リ
ッ
ジ
大
学
に
到
着
し
て
現

地
の
Ｐ
Ａ
や
先
生
方
と
話
し

て
み
る
と
、
前
ま
で
感
じ
て

い
た
緊
張
や
不
安
が
全
て
無

く
な
り
ま
し
た
。

授
業
で
は
伝
統
的
な
学
園

都
市
で
あ
る
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

の
街
並
み
を
見
学
し
た
ほ
か
、

イ
ギ
リ
ス
英
語
特
有
の
発
音

や
ス
ペ
ル
な
ど
も
学
び
ま
し

た
。
全
国
各
地
に
友
達
を
作

る
こ
と
も
で
き
、
と
て
も
実

り
の
あ
る
研
修
で
し
た
。
今

回
の
経
験
を
今
後
の
活
力
に

し
て
い
き
た
い
で
す
。

人
生
を
変
え
た
二
週
間

菊
地

泰
希
（
山
形
六
中
）

イ
ー
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
ー
ス
タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム

 

　
イ
ギ
リ
ス
　
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

イ
ギ
リ
ス

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学

 

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ

ペ
ン
ブ
ル
ッ
ク
・
カ
レ
ッ
ジ

三
月
一
八
日
か
ら
四
月
四
日
に
か
け

て
、
四
年
ぶ
り
と
な
る
日
本
大
学
の
付
属

高
校
生
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
、

本
校
生
三
名
が
語
学
研
修
の
ほ
か
イ
ギ
リ

ス
の
文
化
・
歴
史
を
体
験
し
た
。

『ヒット曲の要因』『色の重要性』

『魅力的な選挙ポスターとは？』『試合前の食事について』

二
年
生

　
　
　
　

探
究
学
習
発
表
会

左から菊地君，川島さん，松尾さん

授業を終えて

お世話になった先生方と

広 報 日 大 山 形（7） 令和６年４月29日



令和６年度　学校説明会
第１回　10月12日（土） 第２回　10月26日（土）

第３回　11月10日（日） 第４回　11月23日（土・祝）

第５回　12月 ７日（土）

全体説明会，特進コース説明会，個別相談，部活動見学などを
実施予定です。

※ 部活動体験会，学校説明会ともに詳細は後日，本校ホームページに掲載いた
しますのでご確認ください。　

※ 上記以外の期日に学校参観を希望なさる方は，お電話の上ご来校ください。
（☎023-641-6631　担当 /矢作・橋本）

令和６年度　部活動体験会
第１回　８月３日（土） 第２回　８月11日（日・祝）

集え，中学生！日大山形の熱い部活動を体験しよう。
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写
真
提
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フ
ォ
ト
イ
シ
ヤ
マ

卒業式 保護者への感謝の言葉 離任式～恩師との別れ～

新入生オリエンテーション①　コース対面式 新入生オリエンテーション②　部活動紹介 新入生オリエンテーション③　応援練習

共通テスト100日前集会 修学旅行（ハウステンボス）

文芸コンクール表彰式
前列左から１人目：加藤　誉陽くん
前列右から２人目：奥山　奏葉さん

祝
・
全
国
大
会
優
勝

祝
・
全
国
大
会
優
勝
!!!!

優
勝
が
決
ま
っ
た
瞬
間
は

実
感
が
湧
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

地
元
開
催
で
優
勝
で
き
た
の

は
大
会
関
係
者
の
コ
ー
ス
作

り
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
家
族
や
先
生
方
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん

に
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

阿
部

和
人
（
酒
田
東
部
中
）

第
七
八
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

冬
季
ス
キ
ー
競
技

ア
ル
ペ
ン
大
回
転
少
年
男
子

優
勝

一
人
で
踊
る
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
、
今

ま
で
た
く
さ
ん
練
習
し
て
き

た
自
分
に
自
信
を
も
っ
て
本

番
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
回
の
結
果
に
満
足

せ
ず
、
次
の
大
会
で
も
全
国

優
勝
を
目
指
し
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
！

田
苗

妃
叶
（
山
形
六
中
）

第
一
五
回
全
国
高
等
学
校

ダ
ン
ス
ド
リ
ル
冬
季
大
会

Ｍ
ｓ
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Ｏ
Ｌ
Ｏ
部
門
二
年
生

優
勝

今
年
の
冬
は
、
例
年
に
な

く
雪
が
少
な
か
っ
た
年
に
な

り
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
二

月
は
平
均
気
温
も
例
年
よ
り

高
く
、
降
雪
も
少
な
い
時
期

で
あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
三
月
に
入
る
と
気
温
は

急
に
下
が
り
、
雪
が
多
く
舞

う
中
で
の
卒
業
式
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
三
月
後
半
に

も
積
雪
が
多
く
な
る
な
ど
、

春
が
遠
の
い
て
し
ま
う
よ
う

な
感
覚
に
な
っ
た
の
を
覚
え

て
い
ま
す
。
四
月
に
な
り
、

よ
う
や
く
例
年
の
よ
う
な
春

ら
し
さ
を
感
じ
る
時
期
に
な

り
、
桜
満
開
の
中
で
コ
ロ
ナ

禍
前
の
花
見
を
楽
し
む
通
常

の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

春
は
別
れ
の
季
節
で
も
あ

り
、
ま
た
、
新
た
な
出
会
い

の
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。
三

月
に
は
、
本
校
で
の
三
年
間

の
高
校
生
活
を
通
し
て
大
き

く
成
長
し
た
卒
業
生
た
ち
が

そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
に
向
か
っ

て
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

四
月
に
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る

高
校
生
活
に
期
待
を
膨
ら
ま

せ
、
胸
を
躍
ら
せ
た
新
入
生

を
迎
え
ま
し
た
。
毎
年
繰
り

返
さ
れ
る
別
れ
と
出
会
い
で

は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
一
人

に
と
っ
て
は
唯
一
無
二
の
も

の
で
あ
り
、
か
け
が
え
の
な

い
も
の
で
す
。
今
こ
の
瞬
間

に
、
時
を
同
じ
く
し
て
共
に

生
き
て
い
る
人
た
ち
と
出
会

え
た
運
命
の
巡
り
合
わ
せ
に

と
て
も
特
別
な
思
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。
世
界
全
体
が
互

い
に
認
め
合
い
、
争
い
や
対

立
を
解
決
し
、
共
存
・
共
生

し
て
い
く
社
会
の
実
現
を

願
っ
て
編
集
後
記
と
い
た
し

ま
す
。

広 報 日 大 山 形 （8）令和６年４月29日


